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白藍塾の入試小論文分析は、他の予備校と違って、その問題に対して受験生がどのよ

うにアプローチすればよいのかを具体的に説明している。そのため、この分析を参考

にすれば、誰でも合格レベルの答案を書けるはずだ。該当の大学・学部の志望者は、

ぜひ、これを読んで、自分で実際に答案を書いてみてほしい。 

 

執筆・樋口裕一・大原理志・大場秀浩 

 

 

 

●慶応・環境情報学部 

かなり難易度の高い問題だ。ほとんどの受験生にとって、どう考えてよいのかわか

らない問題だろう。なんとか手がかりを見つけて、それらしい答えを書くしかない。 

資料の内容は、最初の設問文の中でほぼ説明されているし、直接読む必要はほとん

どない。参考になりそうなのは、資料５～７だけだが、それも実際の答えを考えるの

にはほとんど役に立たないだろう。 

問１～４はすべて連動しているので、関連づけて考える必要がある。まずは問１の

「解決したい問題」から考えるのがやりやすいだろう。具体的な手がかりがない限り、

問２以下の問題は考えようがないからだ。 

問１の答えは、環境問題、少子高齢化、格差社会、ネット社会の弊害等、自分がよ

く知っていて、自分にとって考えやすいものでかまわない。 

問２は、問１で答えた問題について、「どんなデータをどんな方法で測定するのか」

を考える設問。問３・４と合わせて考えると、そのデータを用いた「新しい単位」（問

３の答え）が、「問題の特定の性質」（問４の答え）を理解する上で役に立つように考

えなくてはならない。ということは、問２～４の答えは、ばらばらにではなくて一緒

に考えなくてはならないわけだ。 

格差社会を例にとろう。実際の経済的格差と人々が感じる「格差感」との違いがし

ばしば問題になる。そこで、ある人の所得水準とその人が感じる「格差感」との相関

関係をデータにとる。実際の格差と「格差感」が一致していれば１として、その差が

広がるほど数値が大きくなるような単位を考える。その単位で表わされる数値を分析
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することで、「格差感」の正体、つまり格差問題の心理的な要因が明らかになり、格

差問題を解決するための重要な手がかりになるだろう。このように考えた上で、問２

～４の答えに当たる内容をそれぞれ振り分ければよい。 

書き方としては、すべて基本型Ａを応用すればうまくまとまる。問４は６００字と

やや字数が多いが、数値の増減が意味するものをケースごとに具体的に説明すれば、

そのくらいの字数はすぐに埋まるだろう。 

当然のことだが、新しい単位を考えることなど、本物の科学者でも簡単にできるこ

とではない。したがって、科学的な整合性にこだわりすぎず、柔軟な発想力と問題の

本質を見抜く力をアピールするつもりで考えるべきだろう。問２に「将来に開発を期

待する未来の科学技術を用いてもよい」ともあるので、非現実的でない程度にそれら

しい説明ができれば十分だ。 
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